
「
全
国
一
斉
学
力
調
査
」
結
果

は
、
子
ど
も
の
学
力
の
一
側
面
に

す
ぎ
な
い
も
の
で
す
。
毎
年
調
査

対
象
の
子
ど
も
は
ち
が
う
の
に
、

平
均
正
答
率
を
単
純
に
比
較
し
て
、

市
町
村
や
学
校
の
学
力
が
向
上
し

た
か
ど
う
か
を
判
断
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
は
ず
で
す
。
に
も
か
か

わ
ら
ず
府
教
委
は
、
全
国
平
均
と

の
差
が
開
い
て
い
る
市
町
村
を
一

方
的
に
「
重
点
対
策
市
町
村
」
に

仕
立
て
上
げ
、
当
該
市
町
村
教
育

委
員
会
や
学
校
に
「
学
力
テ
ス
ト
」

対
策
を
押
し
付
け
よ
う
と
し
て
い

る
こ
と
は
重
大
な
問
題
で
す
。

左
の
「
学
力
向
上
計
画
」
は
、

和
泉
市
教
委
が
各
学
校
に
示
し
た

記
入
例
で
す
。
そ
こ
に
は
、
「
テ

ス
ト
・
プ
リ
ン
ト
で
正
答
率
が
□

％
ア
ッ
プ
し
た
」
と
の
表
現
が
並

ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
で
は
、
子
ど

も
た
ち
は
テ
ス
ト
づ
け
の
毎
日
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
、
付
け
焼
き
刃
の

学
力
テ
ス
ト
対
策
で
は
な
く
、
30

人
学
級
の
実
現
な
ど
、
子
ど
も
た

ち
が
、
生
き
生
き
と
学
び
豊
か
な

学
力
を
つ
け
る
手
だ
て
と
る
こ
と

こ
そ
、
教
育
行
政
の
仕
事
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
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「集団的自衛権」の行使反対。教え子を再び戦場に送るな。

教育のつどい大阪2014
全体会10月18日（土）13:20大阪大学会館

教科別分科会 11月１日(土)9:30
豊中市立大池小学校

問題別文科会 11月16日(土)9:30
箕面市立第三中学校

府
教
委
は
、
２
０
０
７
年
度
と
今
年
度
の
「
全
国
一
斉
学
力
調
査
」
結
果

を
比
較
し
て
、
全
国
平
均
と
の
差
が
開
い
て
い
る
29
市
町
村
（
政
令
市
を

除
く
）
を
「
重
点
対
策
市
町
村
」
と
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
府
教
委
は
、
当
該
の
教
育
委
員
会
を
通
じ
て
、
学
校
に
「
学

力
向
上
の
た
め
の
今
後
の
と
り
く
み
計
画
」
（
以
下
、
「
学
力
向
上
計
画
」
）

の
作
成
・
提
出
を
求
め
る
、
と
し
て
い
ま
す
。

国や府はなぜ、悉皆の学力テストに
こだわるのでしょうか。
子どもたちに真の学力をつけるため
に私たちが今すべきことは何か、ごいっ
しょに考えましょう。

和泉市教委が示した「学力向上のための今後の取組み計画」記入例


